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〔
要　

旨
〕 

　

折
木
字
下
原
地
区
採
石
場
埋
め

戻
し
計
画
に
つ
い
て
、
事
業
者
か

ら
の
説
明
を
聞
い
た
地
域
住
民
は
、

大
型
車
両
の
大
幅
な
通
行
量
の
増

加
等
に
よ
る
生
活
環
境
の
悪
化
に

強
い
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

　

議
会
と
し
て
、
地
域
住
民
の
意

思
を
最
大
限
に
尊
重
し
、
住
民
が

安
心
・
安
全
な
生
活
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
左
記
の
事
項

を
遵
守
し
た
う
え
で
計
画
に
つ
い

て
判
断
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１　

町
は
、
今
後
も
県
に
許
認
可

等
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た

場
合
は
、
地
域
住
民
の
意
思
を
最

大
限
に
尊
重
し
て
回
答
す
る
こ
と
。

２　

町
は
県
に
対
し
て
、
事
業
者

か
ら
の
許
認
可
等
の
申
請
に
あ
た

っ
て
は
、
地
域
住
民
に
十
分
な
説

明
が
な
さ
れ
た
こ
と
と
、
地
域
住

民
の
一
定
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
客
観
的
に
判
断
で
き
る

根
拠
書
類
を
添
付
さ
せ
る
よ
う
引

き
続
き
求
め
る
こ
と
。

〔
提
出
先
〕

　

町
長

　

10
月
27
日
に
第
８
回
臨
時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
業
務
用
米
の
大
幅
な
需
要
減
少
や
人

口
減
少
及
び
食
生
活
の
多
様
化
に
よ
る
米
消
費

の
減
少
に
よ
り
、
令
和
３
年
産
米
の
価
格
が
大

幅
に
下
落
し
、
農
業
者
の
収
入
減
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
令
和
３
年
産
主
食
用
米
を
販
売
し
て

い
る
農
業
者
の
生
産
意
欲
と
経
営
安
定
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
農
地
の
防
災
機
能
や
気
候
緩

和
機
能
を
守
る
た
め
補
助
金
を
交
付
す
る
た
め

の
費
用
が
計
上
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
に
第
７
回
臨
時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

旧
幼
稚
園
舎
を
文
化
交
流
施
設
と
し
て
改
修
す

る
工
事
請
負
契
約
お
よ
び
老
朽
化
し
た
築
地
ケ
丘

体
育
館
を
解
体
す
る
工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
可

決
し
ま
し
た
。

第
１
回

９
月
28
日　

開
催

　

調
査
を
開
始
す
る
に
あ

た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
資

料
が
必
要
か
協
議
し
た
結

果
、
道
の
駅
に
関
す
る
産

業
厚
生
常
任
委
員
会
会
議

録
、
年
度
毎
の
予
算
・
決

算
関
係
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に

関
す
る
資
料
等
が
挙
げ
ら

れ
、
議
長
を
通
し
町
長
に

対
し
て
資
料
請
求
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

調
査
期
間
に
つ
い
て
は
、

調
査
終
了
ま
で
と
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
調
査
に
係
る
予

算
に
つ
い
て
は
、
次
回
以

降
の
委
員
会
で
協
議
す
る

こ
と
と
し
て
終
了
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
今
回
の
委
員
会

で
請
求
す
る
こ
と
と
し
た

資
料
は
、
10
月
１
日
付
け

で
請
求
し
、
10
月
21
日
に

各
委
員
へ
配
布
し
ま
し
た
。

第
２
回

11
月
11
日　

開
催

　

各
委
員
に
、
配
付
し
た

資
料
を
確
認
し
た
上
で
の

疑
問
点
な
ど
を
挙
げ
て
い

た
だ
き
、
調
査
項
目
に
ま

と
め
、
項
目
ご
と
の
調
査

方
法
に
つ
い
て
協
議
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
、
ボ
ー
リ
ン

グ
が
適
正
だ
っ
た
か
第
三

者
に
検
証
し
て
も
ら
う
こ

と
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

変
え
た
理
由
、
ボ
ー
リ
ン

グ
実
施
に
あ
た
っ
て
の
国

県
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
用

地
買
収
に
お
け
る
地
目
ご

と
の
面
積
等
の
資
料
請
求

を
し
た
い
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
録
を
正
副

委
員
長
で
確
認
し
、
各
委

員
か
ら
出
た
意
見
を
整
理

し
た
後
に
再
度
資
料
請
求

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
調
査
に
係
る
予

算
措
置
に
つ
い
て
は
正
副

委
員
長
に
一
任
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

道
の
駅
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
報
告

折
木
下
原
地
区
採
石
場
埋
め
戻
し
計
画

に
関
し
住
民
の
意
見
を
最
大
限
に
尊
重

す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

小
磯　

利
雄

賛
成
者　

黒
田　

政
徳

　
　
　
　

門
馬　
　

巧

　
　
　
　

畑
中　

大
子

　
　
　
　

北
郷　

伯
弘

解体する築地ケ丘体育館

12月20日、議長から町長へ提出

その他の可決議案 

●議案第89号　　双葉南地区心身障害児就学指導審議会共同設置規約の一部を改正する規約

　　　　　　　　（改正学校教育法施行令の施行に伴う改正）

●議案第91号　　財産の処分について(広野原団地)

　　　　　　　　�（入居者の生活再建と居住の安定化を図るとともに、将来の公営住宅管理戸数を適正

な供給量とするため広野原団地戸建２棟分の土地と建物を売却）

旧
幼
稚
園
舎
の
改
修
工
事

工
事
の
名
称　

広
野
町
文
化
交
流
施
設
改
修
工
事

工
事
の
場
所　

下
浅
見
川
字
築
地
73
番
地
1
地
内　

工
期　
　
　
　

着
工　

令
和
３
年
10
月
12
日

　
　
　
　
　
　

完
成　

令
和
４
年
３
月
30
日

請
負
代
金　
　

２
億
２
９
９
０
万
円　
　
　
　
　

請
負
者　
　
　

�

広
野
町
文
化
交
流
施
設
改
修
工
事
横

山
・
西
本
建
設
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体

築
地
ケ
丘
体
育
館
の
解
体
工
事

工
事
の
名
称　

広
野
町
築
地
ケ
丘
体
育
館
解
体
工
事

工
事
の
場
所　

下
浅
見
川
字
築
地
地
内　

工
期　
　
　
　

着
工　

令
和
３
年
10
月
12
日

　
　
　
　
　
　

完
成　

令
和
４
年
３
月
31
日

請
負
代
金　
　

９
０
４
２
万
円　
　
　
　
　

請
負
者　
　
　

�

広
野
町
築
地
ケ
丘
体
育
館
解
体
工
事

　
　
　
　
　
　

�

常
磐
開
発
・
西
本
建
設
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

可決議員発議で意見書

完成が楽しみな文化交流施設

　文化交流施設の備品購入を可決
　

　改修工事中の文化交流施設(旧広野幼稚園)の用途変
更に伴って必要となる什器、展示用備品及び事務用品
の購入を可決しました。

事業の名称	 広野町文化交流施設備品購入事業
納入の場所	 下浅見川字築地73番地１
納入期限	 着工　令和３年12月17日
		  完成　令和４年３月31日
契約代金	 １８１５万円　　　　　
契 約 者	 株式会社双葉事務器
		  代表取締役　志賀 祐広

第
７
回
臨
時
会

第
８
回
臨
時
会

第９回臨時会

会計名 補　正　額 補正後の予算額
一 般 会 計 1091万円 64億2858万円
内容
●広野町米価下落影響緩和緊急対策補助金 1091万円

　11月30日に第９回臨時会を開きました。

　福島県人事委員会勧告にならい、期末手当

の支給額を職員で0.15か月分、議会議員及び

町長等で0.1か月分引き下げる条例を可決し

ました。




